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一

　
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説
「
幇
間
」
は
明
治
四
四
年
九
月
「
ス
バ

ル
」
に
発
表
さ
れ
、
一
二
月
刊
行
の
単
行
本
『
刺
青
』
に
収
載

さ
れ
た
。
創
作
と
し
て
の
発
表
順
で
は
、明
治
四
三
年
九
月「
誕

生
」
か
ら
数
え
て
九
作
目
に
当
た
る
。

　「
幇
間
」
は
「
大
ま
か
に
区
分
す
る
と
三
部
構
成
に
な
っ
て

い
る
」(1)
。
ま
ず
明
治
四
十
年
四
月
の
隅
田
川
界
隈
と
花
見
客
・

花
見
舟
の
様
子
が
描
か
れ
、
そ
こ
で
ろ
く
ろ
首
姿
に
扮
し
た
人

物
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
長
い
冒
頭
で
あ

る
。
次
に
彼
が
幇
間
の
三
平
だ
と
明
か
さ
れ
、
三
平
が
幇
間
に

な
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
が
簡
潔
に
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
芸
者

に
惚
れ
た
三
平
が
、
旦
那
と
芸
者
に
だ
ま
さ
れ
笑
い
も
の
に
さ

れ
る
短
期
間
（
こ
の
短
期
間
が
、
四
月
よ
り
後
な
の
か
前
な
の

か
は
判
然
と
し
な
い
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
催
眠
術
と
い
う
小
道

具
を
介
し
て
物
語
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
こ
の
「
幇
間
」
に
つ
い
て
、
落
語
と
永
井
荷
風
と
い

う
二
つ
の
外
部
的
観
点
と
の
関
係
性
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
章
〜
三
章
で
落
語
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。「
幇
間
」

は
敬
体
で
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
八
作
、
戯
曲

三
作
と
小
説
五
作
の
う
ち
、
小
説
は
全
て
常
体
の
地
の
文
を
持

つ
。
こ
こ
で
初
め
て
敬
体
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ

突
然
、
聞
き
手
を
目
の
前
に
し
て
口
演
す
る
か
の
よ
う
な
こ
の

語
り
口
が
採
用
さ
れ
た
の
か
。
し
か
も
幇
間
を
主
人
公
と
す
る

物
語
で
。
語
り
口
と
語
ら
れ
る
内
容
の
つ
な
が
り
を
解
く
鍵
を

落
語
に
見
い
だ
す
。

　
四
章
〜
五
章
で
は
永
井
荷
風
（
と
り
わ
け
長
編
小
説
「
冷

笑
」）
を
取
り
上
げ
て
比
較
対
照
す
る
。
荷
風
は
隅
田
川
に
こ

谷
崎
潤
一
郎
「
幇
間
」
論 

―
―
落
語
、
そ
し
て
荷
風

田
　
中
　
俊
　
男
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だ
わ
っ
た
作
家
で
あ
り
、
ま
た
「
冷
笑
」
に
は
幇
間
的
な
存
在

と
彼
ら
の
笑
い
へ
の
問
題
意
識
が
あ
る
。
こ
れ
ら
へ
の
応
答
と

し
て
書
か
れ
た
側
面
が
「
幇
間
」
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
の
仮
説
を
順
に
考
え
て
い
く
。

　
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
論
者
が
強
調
の
た
め
に
引
い
た

も
の
で
あ
る
。
引
用
元
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
幇
間
」は『
決
定
版
　
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』第
一
巻（
中
央
公
論

新
社 

平
成
二
七
年
五
月
）、対
談「R

E
A
L
 C
O
N
V
E
R
SA
T
IO
N

」

は
初
出
誌
「
新
思
潮
」（
明
治
四
三
年
一
一
月
）、
他
の
対
談

は
小
谷
野
敦
、
細
江
光
編
『
谷
崎
潤
一
郎
対
談
集
』（
中
央
公

論
新
社 

平
成
二
六
年
九
月
）、
そ
の
他
の
谷
崎
の
文
章
は
『
谷

崎
潤
一
郎
全
集
』（
中
央
公
論
社 

昭
和
四
一
年
一
一
月
〜
昭
和

四
五
年
七
月
）
に
よ
る
。
谷
崎
以
外
の
著
者
の
引
用
元
は
脚
注

な
ど
で
そ
の
つ
ど
明
記
す
る
。
旧
字
は
新
字
に
あ
ら
た
め
、
ふ

り
が
な
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
付
す
。

　
二

　
谷
崎
作
品
を
落
語
に
た
と
え
た
最
初
期
の
例
と
し
て
、
小
宮

豊
隆(2)

の
論
が
あ
る
。
小
宮
は
「
谷
崎
君
の
『
刺
青
』
に
収
め
た

戯
曲
と
小
説
と
七
篇
の
う
ち
芸
術
的
に
渾
然
た
る
姿
を
呈
す
る

も
の
は
『
少
年
』『
幇
間
』『
象
』
の
三
つ
で
あ
る
」
と
し
た
上

で
、「
谷
崎
君
の
技
巧
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　　
文
章
は
あ
る
意
味
に
於
て
完
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ

る
。
然
か
し
な
が
ら
其
完
成
は
上
手
と
云
は
る
ゝ
落
語
家
の

話
し
振
に
似
た
る
完
成
で
あ
る
。
渋
滞
が
な
い
と
云
ふ
意
味

に
於
て
、
磨
き
の
掛
か
つ
た
巧
み
さ
が
あ
る
と
云
ふ
意
味
に

於
て
、
調
子
が
陽
気
に
滑
べ
つ
て
行
く
と
云
ふ
意
味
に
於
て
、

然
か
も
肌
に
触
る
ゝ
程
の
生
々
し
さ
を
持
つ
と
云
ふ
意
味
に

於
て
、
上
手
な
落
語
家
の
完
成
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
滑
稽

の
奥
に
悲
哀
が
籠
も
り
平
凡
な
る
写
実
の
裏
に
沁
々
し
た
味

を
含
む
名
人
の
落
語
家
に
見
る
完
成
で
は
な
い
。
小
さ
ん
、

円
喬
な
ど
に
見
る
完
成
で
は
な
い
。

　
こ
の
引
用
文
は
直
接
「
幇
間
」
を
名
指
し
し
て
は
お
ら
ず
、

初
期
作
品
の
「
文
章
」
全
般
の
印
象
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
小
宮
が
同
時
代
文
学
者
と
し
て
「
落
語
家
の
話
し
振
」

を
連
想
し
た
点
は
、
十
分
注
意
を
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い(3)

。
こ
の
評
が
示
唆
す
る
の
は
、
明
治
大
正
期
の
小
説
と
落
語

の
親
近
性
で
あ
り
、
谷
崎
が
落
語
の
影
響
を
受
け
て
創
作
を
し

て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。

　
夏
目
漱
石
や
志
賀
直
哉
の
落
語
好
き
は
有
名
だ
が
、
谷
崎
に

も
落
語
に
つ
い
て
複
数
の
言
及
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
最
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
関
西
移
住
後
の
落
語
へ
の
親
炙
ぶ
り
を

示
す
「
春
団
治
の
こ
と
そ
の
他
」（
昭
和
二
八
年
三
月
）
だ
ろ
う
。

で
は
明
治
時
代
に
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。「
大
阪
の
芸
人
」（
昭

和
一
〇
年
一
月
）
で
、「
幼
年
の
頃
父
や
母
に
連
れ
ら
れ
て
人

形
町
の
末
広
や
茅
場
町
の
宮
松
へ
行
つ
た
」(4)

と
し
、
そ
の
時
期

は
「
明
治
も
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
の
こ
と
で
あ
」
る
と
回
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想
す
る
。
谷
崎
の
生
年
は
明
治
一
九
年
な
の
で
、
こ
れ
を
信
じ

る
な
ら
落
語
体
験
は
小
学
校
時
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。「
親
父

の
話
」（
昭
和
三
六
年
一
月
）
で
は
、「
私
が
ま
だ
帝
大
に
籍
を

お
い
て
ゐ
た
頃
、
ど
う
云
ふ
風
の
吹
き
廻
し
だ
つ
た
か
或
る
晩

親
父
と
二
人
で
（
ほ
ん
た
う
に
め
つ
た
に
な
い
こ
と
に
）
人
形

町
の
末
広
に
行
つ
た
」
と
書
く
。
ま
た
「
当
世
鹿
も
ど
き
」（
昭

和
三
六
年
三
月
〜
七
月
）
で
は
、「
明
治
時
代
に
柳
光
亭
の
座

敷
で
円
右
の
話
を
聞
き
ま
し
た
」
と
語
る
。
こ
れ
ら
が
は
る
か

後
年
の
証
言
で
あ
る
の
は
難
点
だ
が
、「
幇
間
」
発
表
以
前
か

ら
落
語
を
聞
い
て
い
た
こ
と
は
事
実
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ

ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
「
幇
間
」
の
中
で
、
主
人
公
三
平
が
「
子
供
の

折
か
ら
、
彼
は
音
曲
や
落
語
に
非
常
な
趣
味
を
持
つ
て
居
ま
し

た
」
と
さ
れ
る
の
も
、幾
分
か
は
谷
崎
自
身
の
関
心
と
重
な
る
。

ま
た
、
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
興
味
深
い
。
前
述
の
「
大
阪
の
芸

人
」
に
、「
若
い
自
分
、
二
十
六
七
歳
の
頃
の
私
は
、
む
ら
く

に
似
て
ゐ
る
と
云
は
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

「
む
ら
く
」
と
は
明
治
四
二
年
に
七
代
目
朝
寝
坊
む
ら
く
を
襲

名
し
た
人
物
で
、
後
の
三
代
目
円
馬
で
あ
る
。
谷
崎
の
数
え
年

齢
「
二
十
六
七
歳
」
は
明
治
四
四
年
か
ら
四
十
五
年
に
当
た
り
、

「
幇
間
」
発
表
前
後
に
な
る
。

　
続
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、
谷
崎
が
落
語
を
自
身
の
創
作
に

生
か
そ
う
と
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
志

賀
直
哉
と
の
対
談
「
回
顧
」（
昭
和
二
四
年
六
月
）
で
、司
会
者
・

谷
川
徹
三
が
落
語
や
講
釈
の
話
術
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
か

と
質
問
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
谷
崎
は
「
筋
の
運
び

方
だ
と
か
、
省
略
の
仕
方
だ
と
か
、
そ
う
い
う
点
は
落
語
は
大

い
に
あ
り
ま
す
ね
。
す
ぐ
れ
た
落
語
な
ん
か
は
小
説
と
同
じ
よ

う
な
省
略
の
仕
方
で
す
よ
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
「
当
世
鹿

も
ど
き
は
し
が
き
」（
昭
和
三
六
年
九
月
）
は
、「
当
世
鹿
も
ど

き
」（
昭
和
三
六
年
三
月
〜
七
月
）
の
文
体
に
つ
い
て
、「「
鹿
」

と
は
落
語
家
の
し
か
の
意
で
」、「
こ
の
雑
文
は
落
語
家
の
口
調

を
ま
ね
て
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る(5)

。

　
以
上
の
証
言
か
ら
分
か
る
事
実
は
間
接
的
証
拠
に
留
ま
る
。

谷
崎
が
幼
少
期
か
ら
帝
大
時
代
（
明
治
四
一
年
九
月
入
学
。
除

籍
は
四
四
年
七
月
）
ま
で
落
語
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
、「
幇

間
」
発
表
前
後
に
人
気
落
語
家
と
の
外
見
的
相
似
を
指
摘
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
い
つ
の
時
代
の
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
は

不
明
だ
が
、
小
説
を
書
く
際
に
落
語
に
学
ん
だ
こ
と
、
晩
年
の

随
筆
「
当
世
鹿
も
ど
き
」
で
落
語
家
ふ
う
に
語
ろ
う
と
試
み
た

こ
と
、
で
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
い
「
幇
間
」
と
の
直
接
の
関

係
を
谷
崎
自
身
が
証
言
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
段
階
を
進
め
、
直
接
の
証
拠
を
示
す
に
は
「
幇
間
」

と
い
う
テ
キ
ス
ト
自
体
の
分
析
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
三

　「
幇
間
」
と
落
語
と
の
関
わ
り
を
三
点
に
分
け
て
述
べ
る
。

　
ま
ず
文
体
の
問
題
で
あ
る
。「
幇
間
」
は
敬
体
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
以
前
の
小
説
作
品
五
作
は
す
べ
て
常
体
で
あ
り
、
こ
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れ
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
多
様
な
文
体
を
駆
使
す
る
後
年

の
谷
崎
作
品
に
お
い
て
は
、
敬
体
は
珍
し
く
な
い
。
だ
が
デ

ビ
ュ
ー
間
も
な
い
、
ま
だ
評
価
の
確
定
し
て
い
な
い
時
期
で
の

異
な
る
文
体
の
採
用
は
冒
険
で
あ
る
。
し
か
も
「
幇
間
」
に
は

現
在
形
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
幇
間
」
の
長
い
冒

頭
部
分
の
文
末
を
調
べ
る
と
、
二
六
回
対
八
回
で
現
在
形
は
過

去
形
の
三
倍
以
上
あ
る
（
全
体
で
は
ほ
ぼ
五
対
二
の
比
率
。
後

半
、
過
去
形
の
割
合
が
上
が
る
）。
こ
の
現
在
形
の
多
用
も
、

過
去
の
五
作
の
小
説
と
は
異
質
な
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
先
行

研
究
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
擬
声
語
・
擬
態
語
が

多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
落
語
に
対
応
す
る
。
そ

も
そ
も
寄
席
で
「
落
語
家
が
直
接
に
聴
衆
に
か
た
り
か
け
る
こ

と
ば
」
は
「
た
い
へ
ん
丁
寧
な
も
の
だ
っ
た
」(6)

。
落
語
は
敬
体

で
口
演
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
落
語
の
地
の
文
の
大
半
は
現

在
形
で
あ
り
、
そ
の
語
り
口
を
効
果
的
に
す
る
も
の
と
し
て
擬

声
語
や
擬
態
語
が
多
用
さ
れ
る(7)

。「
幇
間
」
の
文
体
は
、
先
に

あ
げ
た
「
当
世
鹿
も
ど
き
」
の
よ
う
に
露
骨
な
落
語
調
で
は
な

い
。
だ
が
そ
こ
に
、
と
り
わ
け
以
前
の
小
説
作
品
と
比
較
し
た

場
合
、
落
語
の
語
り
口
と
類
似
す
る
点
が
あ
る
の
は
疑
え
な

い
。

　
続
い
て
素
材
の
問
題
で
あ
る
。
幇
間
が
落
語
家
と
職
業
的
に

近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
落
語
家
を
や

め
て
幇
間
に
な
っ
た
り
、
ま
た
落
語
家
に
戻
っ
た
り
と
い
う
例

は
、
一
九
六
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
、
め
ず
ら
し
く
な
か
っ
た
」(8)

の

で
あ
る
。
幇
間
三
平
が
「
落
語
家
に
対
し
て
、
一
種
の
同
情
、

寧
ろ
憧
憬
の
念
を
さ
へ
抱
い
て
居
」
る
と
説
明
さ
れ
る
の
は
こ

の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
物
語
内
容
の
問
題
で
あ
る
。「
幇
間
」
と
は
幇
間
を

主
人
公
と
す
る
滑
稽
話
で
あ
る
。
落
語
に
は
こ
の
よ
う
な
話
が

多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
藤
井
宗
哲(9)

は
江
戸
落
語
か
ら
「
落
語
の

中
の
た
い
こ
も
ち
四
天
王
」
と
し
て
「
鰻
の
た
い
こ
」(10)

「
富
久
」

「
王
子
の
た
い
こ
」「
そ
こ
つ
の
幇
間
」
を
、
さ
ら
に
上
方
落
語

か
ら
「
愛
宕
山
」
な
ど
多
数
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
同
じ
話
で

も
演
者
に
よ
っ
て
細
部
が
異
な
る
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
「
王
子

の
た
い
こ
」
を
明
治
三
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
円
遊
小
さ
ん
落

語
集
』（
題
は
「
王
子
の
幇た
い
こ間
」）(11)

か
ら
紹
介
し
よ
う
。

　
口
演
は
ス
テ
テ
コ
踊
り
で
有
名
だ
っ
た
三
遊
亭
円
遊(12)

で
あ

る
。
こ
れ
は
二
つ
の
話
か
ら
構
成
さ
れ
る
。「
芸
人
が
婦
人
へ

デ
レ
ツ
と
す
る
と
お
客
さ
ま
を
失し
く
じ嬌
る
事
が
有
り
ま
す
」
と
前

口
上
が
あ
る
。
幇
間
が
婦
人
に
誘
わ
れ
、
付
い
て
い
く
と
そ
こ

は
婦
人
の
家
。
婦
人
は
疱
瘡
に
か
か
っ
て
顔
を
掻
く
子
に
、
幇

間
の
あ
ば
た
面
を
指
し
、
こ
ん
な
に
な
っ
て
い
い
の
か
と
言

う
。
こ
れ
が
枕
で
あ
る
。
本
題
は
旦
那
と
細
君
が
ぐ
る
に
な
っ

て
幇
間
を
笑
い
者
に
す
る
話
で
あ
る
。
後
者
は
「
幇
間
」
と
構

造
が
同
じ
で
あ
る(13)

。
明
治
四
〇
年
に
五
〇
代
後
半
で
亡
く
な
っ

た
「
近
代
落
語
の
祖
」(14)

円
遊
の
落
語
を
谷
崎
が
直
接
聞
く
機
会

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
あ
る
程
度
落
語

に
関
心
を
持
つ
者
が
、
有
名
な
「
王
子
の
た
い
こ
」
の
あ
ら
す

じ
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
と
は
考
え
に
く
い
。
別
の
落
語
家
か

ら
聞
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
谷
崎
は
、「
幇
間
」
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の
物
語
内
容
自
体
が
落
語
に
連
な
る
も
の
だ
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
以
上
の
根
拠
か
ら
「
幇
間
」
と
落
語
の
関
連
は
明
白
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
落
語
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
は
何
か
。
こ
こ
で
重
要
な

の
は
滑
稽
で
あ
る
。「
明
治
前
半
ま
で
は
、
真
打
と
よ
ば
れ
る

落
語
家
は
、
人
情
噺
が
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
要
求
さ
れ

た
。（
中
略
）
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
は
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、

人
情
噺
は
、
衰
退
に
む
か
お
う
と
し
て
い
た
。
三
代
目
円
遊

（
引
用
者
注 

前
の
段
落
で
紹
介
し
た
円
遊
と
同
一
人
物
）
や
二

代
目
小
さ
ん
は
、
新
時
代
を
ひ
ら
く
滑
稽
話
の
旗
手
で
も
あ
っ

た
」(15)

の
で
あ
る
。「〈
滑
稽
〉
が
谷
崎
文
学
に
お
い
て
重
視
す
べ

き
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
」(16)

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
滑
稽
の
淵
源

の
一
つ
は
落
語
に
あ
る
。「
幇
間
」
は
そ
の
こ
と
を
証
す
作
品

に
他
な
ら
な
い
。

　
で
は
滑
稽
の
最
初
の
開
花
を
九
作
目
の
「
幇
間
」
に
見
る
べ

き
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
と
お
り
、
谷
崎
が
目
の
前
の
観
客
に

語
り
か
け
る
か
の
よ
う
な
で
す
・
ま
す
体
を
採
用
し
た
の
は「
幇

間
」
が
初
め
て
で
あ
る
。
そ
の
他
の
文
体
的
な
特
徴
も
「
幇
間
」

と
以
前
の
作
品
の
間
に
は
小
さ
か
ら
ぬ
差
異
が
あ
る
。
し
か
し

物
語
内
容
に
関
し
て
は
滑
稽
は
以
前
に
も
見
ら
れ
る
。

　
以
前
の
八
作
品
を
発
表
順
に
番
号
を
付
け
て
列
挙
す
る
と
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
「
誕
生
」（
戯
曲
、明
治
四
三
年
九
月
）、②
「
象
」（
戯
曲
、

明
治
四
三
年
一
〇
月
）、
③
「T

he A
ffair of T

w
o W
atches

」

（
小
説
、
明
治
四
三
年
一
〇
月
）、
④
「
刺
青
」（
小
説
、
明
治

四
三
年
一
一
月
）、⑤
「
麒
麟
」（
小
説
、明
治
四
三
年
一
一
月
）、

⑥
「
信
西
」（
戯
曲
、明
治
四
四
年
一
月
）、⑦
「
彷
徨
」（
小
説
、

明
治
四
四
年
二
月
）、⑧
「
少
年
」（
小
説
、明
治
四
四
年
六
月
）。

　
こ
の
う
ち
②
③
⑥
の
三
作
が
滑
稽
色
の
強
い
作
品
で
あ
る
。

③
は
現
代
の
貧
乏
学
生
た
ち
が
金
策
に
失
敗
し
て
結
局
酒
を
飲

む
話
。
⑥
は
臆
病
す
ぎ
た
男
が
墓
穴
を
掘
る
話
。
③
は
利
口
な

つ
も
り
で
馬
鹿
を
さ
ら
け
出
す
と
い
う
点
で
、
⑥
は
墓
穴
を
掘

る
と
い
う
セ
リ
フ
を
落
ち
に
付
け
て
も
い
い
ほ
ど
の
作
り
に

な
っ
て
い
る
点
で
、
い
ず
れ
も
落
語
仕
立
て
可
能
な
筋
で
あ

る
。
最
も
滑
稽
感
の
強
い
の
は
②
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
群
衆

が
象
の
行
進
を
見
物
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
・
職
業
の
人
々

が
集
ま
り
、「
幇
間
風
の
男
」
が
、「
で
げ
す
」
な
ど
ま
さ
に
幇

間
ら
し
い
口
調
を
連
発
す
る
。
無
知
な
江
戸
庶
民
の
ピ
ン
ト
の

外
れ
た
や
り
と
り
の
後
、
象
が
半
蔵
御
門
に
つ
っ
か
え
て
動
け

な
く
な
る
と
い
う
場
面
で
終
わ
る
。
象ぞ
う

と
半
蔵ぞ
う

御
門(17)

。
こ
れ
は

地
口
落
ち
で
あ
る
。
地
口
落
ち
は
「
鰍
か
じ
か
ざ
わ
沢
」
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
落
語
の
落
ち
の
典
型
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
谷
崎
は
最
初
期
か
ら

落
語
を
意
識
し
た
創
作
を
行
っ
て
い
る
と
見
な
せ
る
。
落
語
に

仕
立
て
ら
れ
そ
う
な
滑
稽
な
話
を
作
り
、
時
に
は
明
確
な
落
ち

を
付
け
る
と
い
う
手
法
で
。「
幇
間
」
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
。
そ
し
て
最
も
落
語
を
意
識
し
た
作
品
で
あ
る
。
谷
崎
は
主

人
公
、
素
材
、
物
語
内
容
、
文
体
な
ど
に
お
い
て
（
た
だ
し
文

体
に
関
し
て
は
後
年
の
「
当
世
鹿
も
ど
き
」
ほ
ど
も
徹
底
さ
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れ
て
は
お
ら
ず
、
多
少
そ
れ
風
に
と
い
う
程
度
だ
が
）、
落
語

風
を
演
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
谷
崎
の
初
期
作
品
に
お
け

る
落
語
の
影
響
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

　
さ
て
、
谷
崎
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
の
中
に
、
実
際
に
落
語

家
に
弟
子
入
り
し
た
男
が
い
る
。「
明
治
三
二
年
、
七
代
目
朝

寝
坊
む
ら
く
（
三
代
目
三
遊
亭
円
馬
）
の
弟
子
に
、
前
座
で
夢

之
助
と
名
乗
る
」
と
こ
ろ
の
「
細
面
の
青
年
が
い
た
が
、
も
と

文
部
省
高
級
官
吏
、
日
本
郵
船
会
社
上
海
支
店
長
な
ど
の
要
職

に
あ
っ
た
父
を
持
つ
名
家
の
長
男
」(18)

で
あ
っ
た
。
彼
こ
そ
が
永

井
荘
吉
こ
と
荷
風
で
あ
る
。

　
四

　
谷
崎
に
と
っ
て
荷
風
は
文
学
上
の
師
と
も
言
う
べ
き
存
在
で

あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
青

春
物
語
」（
昭
和
七
年
九
月
〜
八
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
明
治

四
一
年
八
月
刊
行
の
「
あ
め
り
か
物
語
」
を
読
ん
で
「
力
づ
け
」

ら
れ
、「
芸
術
上
の
血
族
」
を
発
見
し
た
谷
崎
は
、
パ
ン
の
会

で
荷
風
に
会
っ
た
際
、「
僕
は
先
生
を
崇
拝
し
て
を
り
ま
す
！ 

先
生
の
お
書
き
に
な
る
も
の
は
み
な
読
ん
で
を
り
ま
す
！
」
と

告
げ
た
と
言
う
。
そ
の
後
「
幇
間
」
を
含
む
単
行
本
『
刺
青
』

が
出
版
さ
れ
た
際
、
荷
風
が
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
作
品
」（
明

治
四
四
年
一
一
月
）
で
激
賞
し
、
谷
崎
の
文
壇
進
出
を
後
押
し

し
た
事
実
か
ら
振
り
返
る
と
、
過
度
の
神
話
化
に
も
見
え
る
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
谷
崎
が
荷
風
を
敬
愛
し
た
事
実
は
疑
え

な
い
。「
み
な
読
ん
で
を
り
ま
す
！
」
の
セ
リ
フ
は
、
荷
風
作

品
と
谷
崎
作
品
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
。

　「
幇
間
」
構
想
に
関
わ
る
時
系
列
を
見
て
お
く
。「
新
思

潮
」（
明
治
四
三
年
一
一
月
）
の
同
人
た
ち
の
対
談
「R

E
A
L
 

C
O
N
V
E
R
SA
T
IO
N

」
で
、
谷
崎
は
「
僕
は
幇
間
つ
て
も
の

を
書
か
う
と
思
つ
て
る
」
と
宣
言
し
、「
時
代
は
綱
吉
の
時
代
」

だ
と
語
る
。
し
か
し
明
治
四
四
年
九
月
に
発
表
さ
れ
た「
幇
間
」

に
明
記
さ
れ
た
時
代
は
明
治
四
〇
年
で
あ
る
。
宣
言
か
ら
発
表

ま
で
の
一
年
足
ら
ず
の
間
に
綱
吉
＝
江
戸
は
消
え
る
。
も
ち
ろ

ん
、
幇
間
を
主
人
公
に
す
る
こ
と
や
隅
田
川
の
花
見
の
歓
楽
を

描
く
こ
と
は
江
戸
的
な
も
の
と
地
続
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
時

代
設
定
は
明
治
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
日
露
戦
争
後
の
時
代
の
空

気
が
冒
頭
で
語
ら
れ
て
い
る
。
三
平
と
旦
那
が
兜
町
の
相
場
師

だ
っ
た
と
い
う
設
定
を
含
め
、
や
は
り
現
前
す
る
の
は
紛
れ
も

な
く
明
治
末
の
近
代
日
本
、
と
り
わ
け
東
京
の
今
な
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
荷
風
を
呼
び
出
す
契
機
が
あ
る
。

　
先
述
し
た
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
作
品
」
で
、
荷
風
は
谷
崎
作

品
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
全
く
都
会
的
た
る
こ
と
」
を
あ
げ

る
。
そ
し
て
荷
風
は
泉
鏡
花
の
江
戸
的
な
も
の
と
対
比
し
、「
氏

の
都
会
的
は
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
で
も
な
く
、
憧
憬
で
も
な
く
正

に
如
何
と
も
す
る
事
の
出
来
な
い
「
現
実
」
で
あ
る
の
だ
」
と

述
べ
る
。
な
ぜ
荷
風
は
こ
う
言
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
荷
風
こ
そ

が
「
如
何
と
も
す
る
事
の
出
来
な
い
「
現
実
」」
を
今
の
東
京
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に
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。『
刺
青
』
と
い
う
鏡
に
映
っ
て
い

た
の
は
荷
風
自
身
で
あ
る
。
谷
崎
は
こ
の
一
文
を
読
ん
だ
と
き

す
ぐ
さ
ま
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
結
論
を

先
取
り
す
れ
ば
、
谷
崎
は
こ
の
文
の
趣
旨
を
含
ん
だ
荷
風
の
小

説
を
読
み
、
そ
れ
へ
の
応
答
を
「
幇
間
」
で
す
で
に
行
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

　「
幇
間
」
と
の
対
照
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
作
品
は
、
荷
風
の

長
編「
冷
笑
」（
明
治
四
二
年
一
二
月
か
ら
四
三
年
二
月
ま
で「
東

京
朝
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
、明
治
四
三
年
五
月
に
単
行
本
化
）

で
あ
る
。「
冷
笑
」
が
触
発
し
た
も
の
が
、
時
代
設
定
を
含
め

た
「
幇
間
」
の
構
想
に
影
響
を
与
え
た
と
仮
定
し
て
検
証
す
る
。

　「
冷
笑
」
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、「
幇
間
」
冒

頭
と
幇
間
と
い
う
職
業
、
そ
し
て
結
末
の
問
題
で
あ
る
。
三
つ

を
順
に
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
冒
頭
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
奇
妙
さ
に
つ
い
て
は
念
入

り
な
整
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
行
っ
た
後
で
「
冷
笑
」
を

対
比
し
て
い
く
。

　「
幇
間
」
を
読
ん
で
不
思
議
に
感
じ
る
の
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
長
い
冒
頭
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
冒
頭
は
、一
章
で
述
べ
た
「
三
部
構
成
」
の
最
初
の
部
分
、「
此

の
男
は
幇
間
の
三
平
と
云
つ
て
」
で
幇
間
の
名
が
明
か
さ
れ
る

前
ま
で
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
明
治
三
七
年
の
春
か
ら
、
三
八

年
の
秋
へ
か
け
て
、
世
界
中
を
騒
が
せ
た
日
露
戦
争
が
漸
く
ポ

ウ
ツ
マ
ス
条
約
に
終
り
を
告
げ
、
国
力
発
展
の
名
の
下
に
、
い

ろ
い
ろ
の
企
業
が
続
々
と
勃
興
し
て
、
新
華
族
も
出
来
れ
ば
成

り
金
も
出
来
る
し
、
世
間
一
帯
が
な
ん
と
な
く
お
祭
り
の
や

う
に
景
気
附
い
て
居
た
四
十
年
の
四
月
の
半
ば
頃
の
事
で
し

た
。」
と
い
う
最
初
の
一
文
で
時
間
を
設
定
し
、「
丁
度
向
島
の

土
手
は
」
で
始
ま
る
第
二
文
か
ら
「
日
曜
日
の
午
前
中
」
の
隅

田
川
周
辺
と
花
見
客
の
様
子
を
描
き
出
し
、
や
が
て
旦
那
や
芸

者
の
乗
り
込
ん
だ
一
艘
の
花
見
舟
と
そ
こ
で
痴
態
を
演
じ
る
ろ

く
ろ
首
の
男
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
、
そ
の
後
岸
に
上
が
っ

た
一
行
が
そ
の
男
を
中
心
に
馬
鹿
騒
ぎ
を
続
け
る
有
様
を
描
い

て
い
く
。

　
先
行
研
究
で
は
、
多
く
の
論
者
が
こ
の
長
い
冒
頭
の
意
味
づ

け
に
頁
を
割
い
て
い
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
本
題
に
入
る
前
の

こ
の
冒
頭
部
分
が
与
え
る
充
実
感
に
、
人
を
と
ま
ど
わ
せ
る
過

剰
な
何
か
を
感
じ
取
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
端
的
に
言
っ
て
、

本
題
の
三
者
関
係
の
物
語
の
時
間
の
流
れ
方
に
比
べ
、
こ
の
部

分
の
駘
蕩
と
し
た
ゆ
っ
く
り
さ
、
時
間
の
流
れ
の
遅
さ
が
不
自

然
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。
た
と

え
ば
佐
伯
彰
一(19)

は
、「
読
者
を
誘
い
こ
む
や
り
方
」「
読
者
を
誘

い
い
れ
る
」「
読
者
の
誘
い
こ
み
」
と
い
っ
た
表
現
を
繰
り
返

す
。
そ
の
文
体
は
「
一
種
の
呪
文
め
い
た
役
割
を
果
」
し
、「
読

者
は
「
幇
間
」
的
な
存
在
へ
の
偏
見
―
―
根
深
い
嫌
悪
や
、
道

徳
的
な
判
断
か
ら
い
つ
と
な
く
解
き
放
た
れ
る
」
と
す
る
。
高

橋
美
晴(20)

は
「〈
花
見
〉
は
、ま
さ
に
そ
う
し
た
三
平
の
物
語
『
幇

間
』
の
劇
的
空
間
の
導
入
に
相
応
し
い
、〈
演
技
性
〉
の
象
徴

な
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
石
割
透(21)

は
「「
幇
間
の
」
冒
頭
部
の
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表
現
が
、こ
の
作
の
本
質
を
早
く
も
決
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

そ
の
わ
け
を
、「
こ
の
冒
頭
部
は
、
背
景
を
構
成
す
る
も
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
人
間
の
表
情
を
も
っ
て
正
面
に
浮
上
し
、
逆
に

人
間
が
「
蟻
の
や
う
な
」
も
の
と
し
て
、
微
細
な
点
の
集
合
し

た
動
き
と
し
て
描
か
れ
る
」
の
に
対
し
、
三
平
は
「
も
の
に
完

全
に
な
り
き
る
こ
と
で
、
人
間
に
回
帰
す
る
」
か
ら
で
あ
る
、

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
分
析
は(22)

、
冒
頭
＝
導
入
が
い
か
に

導
入
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
を
証
す
、
つ
ま
り
冒
頭
―
本
題
の

接
続
を
論
理
に
よ
っ
て
円
滑
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
荷
風
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の
作
品
」
に
倣
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
荷
風
は
そ
こ
で
「
刺
青
」
や
「
麒
麟
」
の

書
き
出
し
に
触
れ
て
、「
先
づ
氏
が
語
ら
う
と
す
る
物
語
の
気

分
を
ば
、
簡
短
な
る
数
行
の
文
章
に
よ
つ
て
巧
み
に
此
れ
を
作

り
出
し
て
ゐ
る
」
と
主
張
し
、
冒
頭
と
本
題
の
接
続
を
行
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る(23)

。

　
話
を
広
げ
て
お
く
と
、
こ
の
問
題
は
初
期
作
品
に
限
定
さ
れ

な
い
。
ア
ン
ヌ
・
バ
ヤ
ー
ル
＝
坂
井(24)

は
、
昭
和
の
作
品
ま
で
複

数
の
例
を
あ
げ
な
が
ら
、「
谷
崎
と
い
う
虚
構
の
作
り
手
は
書

き
出
し
の
名
手
で
あ
」
り
、「
読
者
は
ま
る
で
罠
に
か
か
っ
た

よ
う
に
、
た
ち
ま
ち
別
世
界
に
、
し
か
も
作
家
の
意
図
し
た
通

り
の
状
況
の
も
と
で
連
れ
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と
述

べ
る
。

　
本
稿
も
こ
れ
ら
の
立
場
に
同
意
す
る
。「
別
世
界
」
へ
「
連

れ
込
」
む
た
め
の
、「
罠
に
か
」
け
る
た
め
の
特
別
な
「
書
き

出
し
」。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
落
語
の
枕
と
類
比
的
で
あ
る
。

榎
本
滋
民(25)

は
落
語
の
「
導
入
部
の
必
要
条
件
」
と
し
て
、「
主

体
部
の
世
界
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
こ
と
」
や
「
聞
き
手
が
覚

え
が
ち
な
、
誇
張
に
と
も
な
う
違
和
感
を
除
き
、
登
場
人
物
に

存
在
感
を
与
え
る
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
れ
と
同
類
で
あ
り
、

二
〜
三
章
の
論
点
に
戻
せ
ば
「
幇
間
」
の
背
景
に
落
語
を
想
定

す
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
五

　
冒
頭
＝
枕
の
役
割
は
、
本
題
へ
の
巧
み
な
導
入
で
あ
る
。
だ

が
そ
こ
で
再
度
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
幇
間
」
の
場
合
、

荷
風
の
言
う
「
簡
短
な
る
数
行
」
で
は
す
ま
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
谷
崎
に
と
っ
て
、「
幇
間
」
の
長
い
冒
頭
は
導

入
以
上
の
意
味
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
た
っ
ぷ
り
と
情
味
豊
か
に
描
か
れ
る
隅
田
川
。
な
ぜ
谷
崎
は

隅
田
川
に
こ
れ
ほ
ど
筆
を
費
や
し
た
の
か
。
な
る
ほ
ど
幇
間
と

隅
田
川
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
吉
原
が
近
く
幇
間
の
仕
事
場
に

近
接
す
る
。
幇
間
は
隅
田
川
界
隈
に
お
け
る
花
見
そ
の
他
の
遊

興
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
三
平
が
弟
子
入
り
し
た
の
は

柳
橋
と
い
う
隅
田
川
沿
い
の
場
所
で
あ
る
。
よ
っ
て
幇
間
と
の

つ
な
が
り
か
ら
隅
田
川
を
描
く
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
ひ
と
ま

ず
そ
う
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
先
行
研
究
で
は
隅

田
川
の
花
見
舟
と
旦
那
・
榊
原
に
モ
デ
ル
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　
末
國
善
己(26)

は
、
旦
那
・
榊
原
の
モ
デ
ル
を
相
場
師
・
鈴
木
久
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五
郎
と
し
、
花
見
舟
の
モ
デ
ル
を
明
治
四
〇
年
四
月
に
仲
買
人

組
合
が
主
催
し
た
向
島
観
桜
会
に
見
て
い
る
。
ま
た
小
川
功(27)

は

榊
原
が
立
ち
寄
る
花
月
華
壇
は
鈴
木
が
前
年
末
に
買
収
し
た
場

所
で
あ
り
、
ろ
く
ろ
首
は
鈴
木
が
当
時
借
金
で
首
が
回
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
へ
の
「
痛
烈
な
皮
肉
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
当
時

の
新
聞
で
確
認
す
る
と
、
明
治
四
〇
年
四
月
一
五
日
「
朝
日
新

聞
」
記
事
に
、
前
日
（
日
曜
日
）
の
仲
買
人
組
合
観
桜
会
が
あ

る
。
四
月
一
八
日
「
読
売
新
聞
」
記
事
に
は
柳
派
落
語
家
連
の

観
桜
会
が
向
島
百
花
園
で
あ
り
、
両
面
踊
り
が
見
ら
れ
た
と
あ

る
。
直
接
こ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た
か
は
と
も
か
く
、
谷
崎
が
同

時
代
の
花
見
時
の
情
景
を
参
照
し
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
冒
頭
以
後
、
隅
田
川
は
話
に
絡
ん
で
こ
な
い
。
こ
れ

を
小
説
内
部
の
説
話
論
的
必
然
性
か
ら
説
明
す
る
の
は
難
し

い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
隅
田
川
を
描
く
こ
と
に
狙
い

が
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
あ
る
。
磯
田
光
一
は
言
う
。「
荷
風

が
帰
朝
し
た
明
治
四
十
一
年
に
は
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
う

ち
で
も
、〝
隅
田
川
〞
は
次
第
に
人
々
の
心
を
と
ら
え
つ
つ
あ

つ
た
。
荷
風
が
異
国
に
あ
っ
て
セ
ー
ヌ
の
う
し
ろ
に
隅
田
の
流

れ
を
感
じ
と
っ
て
い
た
こ
ろ
、
日
本
で
は
隅
田
の
う
し
ろ
に

セ
ー
ヌ
を
み
よ
う
と
す
る
文
学
運
動
が
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢

太
郎
、
吉
井
勇
ら
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
が
同
年
一
二
月
一
二
日
に
発
会
し
た
〝
パ
ン
の
会
〞
に
ほ

か
な
ら
な
い
。」（
パ
ン
の
会
第
一
回
は
正
し
く
は
四
三
年
一
一

月
）。
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
、「
幇
間
」
の
隅
田
川
は
こ
れ
ら
に

呼
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
荷
風
の
背
を
追
う
も
の
で
あ

る
。

　
荷
風
は
も
と
も
と
「
す
み
だ
川
」（
明
治
四
二
年
一
二
月
）

と
い
う
作
品
も
あ
る
と
お
り
、
隅
田
川
の
情
景
を
複
数
の
作
品

で
描
い
て
き
た
。
荷
風
に「
み
な
読
ん
で
お
り
ま
す
！
」と
言
っ

た
谷
崎
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
で
は
荷
風
は
ど
の

よ
う
に
隅
田
川
を
描
い
た
の
か
。
こ
こ
で
子
細
に
検
討
を
要
す

る
の
は
、実
は
「
す
み
だ
川
」
で
は
な
く
「
冷
笑
」
の
方
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
「「
す
み
だ
川
」
で
の
隅
田
川
は
明
治
の
川
に
は
違

い
な
い
も
の
の
、
作
者
に
よ
っ
て
多
分
に
江
戸
の
幻
景
の
中
を

流
れ
る
川
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、「
冷
笑
」
で
の
隅
田
川
は
明
治
末
年
の
現
実

を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
東
京
の
川
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
」(28)

か
ら
で
あ
る
。
荷
風
が
谷
崎
を
絶
賛
す
る
際
に
用
い
た
「
如
何

と
も
す
る
事
の
出
来
な
い
「
現
実
」」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
荷

風
が
初
め
て
谷
崎
作
品
に
発
見
し
た
も
の
で
は
な
い
。
荷
風
自

ら
が
そ
れ
を
「
冷
笑
」
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
両
作
品
を
対
照
し
て
み
よ
う
。
先
に
「
冷
笑
」
で
あ
る(29)

。

　
仲
店
の
賑
ひ
を
外
に
見
て
、
紅
雨
は
大
通
を
真
直
に
吾

妻
橋
の
橋
際
か
ら
桟
橋
に
繋
が
れ
た
ペ
ン
キ
塗
の
川
蒸
気

船
に
乗
り
移
つ
た
が
、
船
は
後
れ
な
が
ら
来
て
切
符
を
買

ふ
人
の
心
を
訳
も
な
く
周
章
て
さ
せ
る
ば
か
り
で
、
乗
つ

て
見
る
と
実
は
な
か

く
出
る
様
子
も
な
い
の
で
あ
つ
た
。

外
側
を
塗
つ
た
ペ
ン
キ
の
色
の
薄
汚
い
だ
け
、
内
部
の
様

子
も
頗
る
陰
鬱
で
、
立
て
ば
頭
の
つ
か
へ
る
低
い
天
井
の
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下
に
、
そ
れ
で
も
綿め
ん
び
ろ
う
ど

天
鵞
絨
を
張
つ
た
腰
掛
が
据
ゑ
付
け

て
あ
る
。

　
汽
船
の
切
符
を
買
て
桟
橋
に
下
り
て
見
る
と
、
風
の
あ

る
に
も
係
は
ら
ず
、
河
水
の
面
は
非
常
に
滑
で
、
見
渡
す

景
色
は
何
処
と
な
く
色
薄
く
疲
れ
た
や
う
に
ぼ
つ
と
し
て

ゐ
た
が
、
吾
妻
橋
に
近
い
丁
度
花
川
戸
あ
た
り
の
人
家
の

上
に
、
高
く
掛
つ
た
日
輪
ば
か
り
は
真
赤
に
濃
く
輝
い
て
、

焔
の
や
う
な
反
映
を
ば
長
く
斜
に
河
面
を
越
し
て
、
桟
橋

の
水
際
ま
で
漂
は
し
て
ゐ
た
。

　
汽
船
は
待
つ
て
ゐ
て
も
な
か

く
来
な
い
の
で
、
寒
さ

う
に
懐
手
し
て
立
つ
二
三
人
の
乗
客
は
何
れ
も
遣
り
場
の

な
い
眼
に
一
瞬
々
々
低
く
落
ち
て
行
く
日
輪
を
眺
め
た
。

夕
暮
れ
の
水
蒸
気
は
日
輪
が
低
く
落
ち
て
行
く
に
従
つ
て

次
第
に
濃
く
、
い
つ
か
今
戸
の
方
の
川
上
一
帯
の
眺
望
を

ば
悲
し
い
一
抹
の
灰
色
に
隠
し
て
し
ま
つ
た
が
、
直
接
に

夕
陽
の
光
を
受
け
た
吾
妻
橋
の
方
は
火
事
の
夜
の
空
を
見

る
や
う
に
紅
に
美
し
く
染
め
な
さ
れ
た
。
正
面
の
待
乳
山

と
今
戸
八
幡
の
落
葉
し
た
高
い
木
立
は
空
に
漲
る
黄
昏
の

光
に
丁
度
大
き
な
蜂
の
巣
の
や
う
に
見
え
、
浅
草
の
五
重

の
塔
と
観
音
堂
の
屋
根
と
は
人
家
の
屋
根
の
上
に
際
立
つ

て
遠
く
淡
く
な
つ
た
。

一
方
谷
崎
の「
幇
間
」で
は
隅
田
川
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

丁
度
向
島
の
土
手
は
、
桜
が
満
開
で
、
青
々
と
晴
れ
渡
つ

た
麗
ら
か
な
日
曜
日
の
午
前
中
か
ら
、
浅
草
行
き
の
電
車

も
蒸
気
船
も
一
杯
の
人
を
乗
せ
、
群
衆
が
蟻
の
や
う
に
ぞ

ろ
ぞ
ろ
渡
つ
て
行
く
吾
妻
橋
の
向
う
は
、
八
百
松
か
ら
言

問
の
艇
庫
の
辺
へ
暖
か
さ
う
な
霞
が
か
ゝ
り
、
対
岸
の
小

松
宮
御
別
邸
を
始
め
、
橋
場
、
今
戸
、
花
川
戸
の
街
々
ま
で
、

も
や

く
と
し
た
藍
色
の
光
り
の
中
に
眠
つ
て
、
其
の
後

に
は
公
園
の
十
二
階
が
、
水
蒸
気
の
多
い
、
咽
せ
返
る
や

う
な
紺
青
の
空
に
、
朦
朧
と
立
つ
て
居
ま
す
。
千
手
の
方

か
ら
深
い
霞
の
底
を
く
ヾ
つ
て
来
る
隅
田
川
は
、
小
松
島

の
角
で
一
と
う
ね
り
う
ね
つ
て
ま
ん

く
た
る
大
河
の
形

を
備
え
、
両
岸
の
春
に
酔
つ
た
や
う
な
慵
も
の
う

げ
な
ぬ
る
ま
水

を
、
き
ら

く
日
に
光
ら
せ
な
が
ら
、
吾
妻
橋
の
下
へ
出

て
行
き
ま
す
。
川
の
面
は
、
如
何
に
も
ふ
つ
く
ら
と
し
た

鷹
揚
な
波
が
、
の
た
り

く
と
だ
る
さ
う
に
打
ち
、
蒲
団

の
や
う
な
手
触
り
が
す
る
か
と
思
は
れ
る
柔
か
い
水
の
上

に
、
幾
艘
の
ボ
ー
ト
や
花
見
舟
が
浮
か
ん
で
時
々
山
谷
堀

の
口
を
離
れ
る
渡
し
船
は
、
上
り
下
り
の
船
列
を
横
ぎ
り

つ
ゝ
、
舷
に
溢
れ
る
程
の
人
数
を
、
土
手
の
上
へ
運
ん
で

居
ま
す
。

其
の
日
の
朝
の
十
時
頃
の
事
で
す
。
神
田
川
の
口
元
を
出

て
、
亀
清
楼
の
石
垣
の
蔭
か
ら
、
大
川
の
真
ん
中
へ
漕
ぎ

出
し
た
一
艘
の
花
見
舟
が
あ
り
ま
し
た
。
紅
白
だ
ん
だ
ら

の
幔
幕
に
美
々
し
く
飾
つ
た
大お
お
て
ん
ま

伝
馬
へ
、
代
地
の
幇
間
芸

者
を
乗
せ
て
、
船
の
中
央
に
は
其
の
当
時
兜
町
で
成
り
金
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の
名
を
響
か
せ
た
榊
原
と
云
ふ
旦
那
が
、
五
六
人
の
末
社

を
従
へ
、
船
中
の
男
女
を
見
廻
し
な
が
ら
、
ぐ
び
り
ぐ
び

り
と
大
杯
を
傾
け
て
、
其
の
太
つ
た
赭
ら
顔
に
は
、
す
で

に
三
分
の
酔
ひ
が
循ま
わ

つ
て
居
ま
す
。
中
流
に
浮
か
ん
だ
船

が
、
藤
堂
伯
の
邸
の
塀
と
並
ん
で
進
む
頃
、
幔
幕
の
中
か

ら
絃
歌
の
声
が
湧
然
と
起
こ
り
、
陽
気
な
響
き
は
大
川
の

水
を
揺
が
せ
て
、
百
本
杭
と
代
地
の
河
岸
を
襲
つ
て
来
ま

す
。
両
国
橋
の
上
や
本
所
浅
草
の
河
岸
通
り
の
人
々
は
、

孰
れ
も
首
を
伸
ば
し
て
、
こ
の
大
陽
気
に
見み

と惚
れ
ぬ
者
は

あ
り
ま
せ
ん
。
船
中
の
様
子
は
手
に
取
る
や
う
に
陸
か
ら

窺
は
れ
、
時
々
な
ま
め
か
し
い
女
の
言
葉
さ
へ
、
川
面
を

吹
き
渡
る
そ
よ
風
に
伝
は
つ
て
洩
れ
て
来
ま
す
。

　　
カ
メ
ラ
の
位
置
の
違
い
も
大
き
い
が
、
同
じ
「
明
治
末
年
の

現
実
」
な
が
ら
、
両
作
品
の
隅
田
川
と
そ
こ
を
航
行
す
る
舟
は

対
照
的
で
あ
る
。
前
者
の
「
陰
鬱
」、
み
す
ぼ
ら
し
さ
、
叙
情

性
、
別
言
す
れ
ば
「
寂
寥
」(30)

に
対
し
て
、
後
者
は
華
や
か
、
宏

大
、「
大
陽
気
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
照
性
に
、
荷
風
と

谷
崎
の
そ
も
そ
も
の
資
質
の
違
い
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
と
は
い
え
こ
の
「
幇
間
」
冒
頭
の
「
懶
惰
で
柔
弱
な

表
情
」
の
「
と
ろ
け
」(31)

ぶ
り
は
、「
冷
笑
」
を
傍
ら
に
置
い
た
時
、

谷
崎
の
あ
え
て
の
選
択
に
は
見
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
達
荷
風

の
苛
立
ち
と
悲
し
み
を
承
知
し
た
上
で
、
隅
田
川
的
な
存
在
の

持
つ
も
う
反
面
の
豊
か
な
潜
在
力
を
描
く
こ
と
。そ
う
し
て「
寂

寥
」
と
は
別
の
方
法
を
と
り
な
が
ら
、
し
か
し
荷
風
と
と
も
に

隅
田
川
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
そ
こ
に
谷
崎
の
狙
い
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ち
な
み
に
荷
風
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
の

作
品
」
は
「
幇
間
」
の
こ
の
部
分
に
間
接
的
に
反
応
し
て
い
る
。

荷
風
は
傍
線
部
「
千
手
の
方
か
ら
〜
運
ん
で
居
ま
す
。」
の
部

分
を
引
き
、「
冷
静
沈
着
」「
泰
然
自
若
」
と
い
っ
た
文
言
で
称

賛
し
て
い
る
。

　「
冷
笑
」
が
、「
現
実
」
を
通
し
て
「
現
実
」
を
超
え
た
も
の

を
希
求
す
る
こ
と
も
谷
崎
は
承
知
し
て
い
る
。
紅
雨
は
「
遙
に

河
下
に
横
つ
て
居
る
木
造
の
新
大
橋
の
、
い
か
に
も
謙
遜
し
た

温
和
な
姿
を
望
む
と
、
整
然
と
し
て
巧
に
組
み
上
げ
た
あ
の
橋

杭
の
下
に
、
美
女
と
音
楽
を
載
せ
た
屋
根
船
の
群
集
す
る
さ
ま

を
描
い
た
錦
絵
を
連
想
」
し
た
り
、「
隅
田
川
の
風
景
を
、
忽

ち
眼
の
前
に
そ
が
空
想
の
色
彩
を
加
へ
て
実
景
よ
り
も
更
に
美

し
く
、
自
己
の
趣
味
に
適
合
す
る
や
う
に
描
き
出
」
し
た
り
す

る
。
し
か
し
荷
風
は
「
冷
笑
」
の
中
で
そ
う
し
た
風
景
の
描
写

を
そ
れ
以
上
に
行
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
谷
崎
は
こ
の
夢
想

の
「
錦
絵
」
を
明
治
末
の
今
が
持
つ
誇
ら
か
な
（
そ
こ
に
ア
イ

ロ
ニ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
も
）
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
し
て

た
っ
ぷ
り
と
描
い
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
を
持
っ
て
眺
め
渡
す
な
ら
ば
、
両
作
品
の

対
照
が
隅
田
川
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
に
思
い
至
る
だ
ろ
う
。

読
め
ば
す
ぐ
判
明
す
る
と
お
り
、
幇
間
と
い
う
単
語
は
「
冷

笑
」
に
も
登
場
す
る
。
幇
間
は
荷
風
自
ら
が
作
品
解
読
の
鍵
と

し
て
提
示
す
る
言
葉
の
中
に
あ
る
。
引
用
し
な
が
ら
見
て
い
こ

う
。「
冷
笑
」
の
登
場
人
物
た
ち
は
い
く
ら
か
ず
つ
皆
荷
風
の
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分
身
と
言
え
る
が
、
最
初
か
ら
登
場
し
経
歴
か
ら
も
作
者
自
身

を
反
映
し
た
存
在
と
見
な
せ
る
小
山
清
は
、
第
一
章
で
「
理
想

的
の
幇
間
が
ほ
し
い
」
と
言
う
。
し
か
し
こ
の
「
理
想
的
な
幇

間
」
は
人
が
通
常
考
え
る
よ
う
な
幇
間
と
は
異
な
る
。
小
山
は

「
始
め
か
ら
他
人
の
玩
弄
物
と
し
て
、
其
の
義
務
的
覚
悟
の
中

に
自
己
を
す
つ
か
り
没
却
し
て
仕
舞
ふ
の
が
、
幇
間
の
定
義
で

あ
ら
う
け
れ
ど
、
あ
ま
り
浅
薄
に
其
の
覚
悟
が
見
透
か
さ
れ
る

や
う
で
は
興
味
が
な
い
。
却
つ
て
不
愉
快
で
あ
る
」と
考
え
る
。

求
め
ら
れ
る
の
は
「
思
想
が
緻
密
で
観
察
が
鋭
敏
」
な
人
物
で

あ
り
、
た
と
え
ば
秀
吉
に
と
っ
て
の
利
休
、
あ
る
い
は
江
戸
の

八
笑
人
で
あ
る
。
や
が
て
小
山
は
四
人
の
適
当
な
人
物
と
知
り

合
っ
て
歓
談
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
の
だ
が
、こ
の
四
人
は「
理

想
的
な
幇
間
」
で
あ
り
、
隅
田
川
を
ひ
と
つ
の
背
景
に
し
た
幇

間
の
物
語
と
と
ら
え
れ
ば
、
谷
崎
「
幇
間
」
と
荷
風
「
冷
笑
」

は
重
な
り
合
う
。

　
と
は
い
え
い
さ
さ
か
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
小

山
は
「
始
め
か
ら
他
人
の
玩
弄
物
と
し
て
、
其
の
義
務
的
覚
悟

の
中
に
自
己
を
す
つ
か
り
没
却
し
て
仕
舞
ふ
」
タ
イ
プ
を
否
定

す
る
。
と
こ
ろ
が
谷
崎
描
く
幇
間
は
ま
さ
に
こ
の
タ
イ
プ
で
あ

り
、「
玩
弄
物
」
た
る
こ
と
を
徹
底
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
作

の
幇
間
は
別
物
で
あ
り
、
無
関
係
な
の
か
。

　
こ
の
問
題
は
、
職
業
的
に
最
も
三
平
に
身
近
だ
と
言
え
る
狂

言
作
者
の
中
谷
の
存
在
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
。
三
平
が
「
子

供
の
折
か
ら
、
彼
は
音
曲
や
落
語
に
非
常
な
趣
味
を
持
つ
て
居

ま
し
た
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
中
谷
は
「
幼
少
の
頃
よ
り
音
曲

を
好
み
」
と
い
う
出
自
の
共
通
性
が
あ
る
。
ま
た
中
谷
は
「
他

人
の
玩
弄
物
」
た
る
こ
と
を
見
せ
び
ら
か
す
積
極
的
な
幇
間
で

は
な
い
が
、
そ
の
振
る
舞
い
を
見
て
い
く
と
、「
義
務
的
覚
悟

の
中
に
自
己
を
す
つ
か
り
没
却
し
て
仕
舞
ふ
」
人
物
で
あ
る
。

こ
の
点
で
二
人
の
距
離
は
遠
く
は
な
い
。

　
中
谷
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
こ
の
引
用
部
分
の
持
つ
意
味

を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
つ
ま
り
最
初
に
己
れ
と
云
ふ
も
の
を
出
来
る
だ
け
卑
し

く
し
て
、
然
る
後
に
、
一
種
超
越
し
た
態
度
に
立
つ
て
局

外
者
を
眺
め
て
見
る
と
、
何
に
つ
け
自
然
と
巧
ま
ず
し
て

冷
ひ
や
ゝ
かな
笑
ひ
が
口
の
端
に
浮
ん
で
来
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

冷
笑
か
ら
感
得
さ
れ
る
痛
快
の
味
あ
じ
は
ひの
中う
ち

に
は
他
人
と
自
分

と
両
方
に
対
す
る
二
重
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。

　「
己
れ
と
云
ふ
も
の
を
出
来
る
だ
け
卑
し
く
」
す
る
。
そ
こ

か
ら
「
冷
ひ
や
ゝ
かな
笑
ひ
」
と
い
う
武
器
を
中
谷
は
手
に
入
れ
る
。
そ

こ
に
「
他
人
と
自
分
と
両
方
に
」
向
く
自
意
識
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
引
用
部
分
は
、
谷
崎
作
「
幇
間
」
の
分
光
器
の
役
割
を
果

た
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
自
意
識
は
、
だ
ま
さ
れ
る
行
為
と
、
だ

ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
隠
す
＝
だ
ま
す
行
為
と
の
「
二
重
の
意

味
」
を
引
き
受
け
る
三
平
の
自
意
識
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
中
谷

に
は
三
平
の
よ
う
な
滑
稽
さ
＝
落
語
性
は
乏
し
い
。
だ
が
三
平

は
中
谷
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　
す
で
に
明
白
だ
が
、
自
意
識
の
発
現
が
笑
い
で
あ
る
こ
と
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を
述
べ
た
引
用
部
分
は
、
作
品
題
の
由
来
の
解
説
に
相
当
す

る
。「
卑
し
く
」
か
ら
た
ど
り
着
く
「
冷
ひ
や
ゝ
かな
笑
ひ
」「
冷
笑
」。

そ
う
、「
卑
し
く
」
と
「
冷
笑
」
な
の
で
あ
る
。「
幇
間
」
の

幕
の
閉
じ
方
を
思
い
起
こ
そ
う
。
そ
こ
に
は
、「
三
平
は
卑
し

いP
rofessional

な
笑
ひ
方
を
し
て
、
扇
子
で
ぽ
ん
と
額
を
打

ち
ま
し
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
作
品
題
の
、
す
な
わ
ち
作

品
の
始
ま
り
を
告
げ
る
「
冷
笑
」
と
作
品
の
終
わ
り
に
記
さ
れ

た
「P

rofessional

な
笑
ひ
」。
別
の
作
品
な
が
ら
、
こ
れ
は
首

尾
照
応
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。
隅
田
川
を
描
き
、
幇
間
の

二
重
性
を
描
き
、
彼
の
冷
笑
を
描
く
こ
と
に
谷
崎
の
狙
い
は
あ

る
。
谷
崎
は
荷
風
の
最
良
の
読
者
で
あ
り
、
そ
の
応
答
ぶ
り
に

お
い
て
徹
底
し
て
い
る
。

　
六

　
一
つ
の
作
品
が
生
成
す
る
過
程
は
複
雑
か
つ
重
層
的
で
あ

る
。
異
な
る
要
素
が
そ
こ
に
は
流
れ
込
む
。「
幇
間
」
も
ま
た

そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
た
と
え
ば
落
語
と
荷
風
。
両
者
は
谷
崎

の
初
期
作
品
を
支
え
る
黒
子
に
他
な
ら
な
い
。「
幇
間
」
は
初

期
作
品
の
落
語
性
の
集
大
成
で
あ
り
、
そ
れ
と
両
立
し
が
た
く

見
え
る
が
、同
時
に
荷
風
と
共
鳴
し
て
い
る
。
本
稿
は
、「
幇
間
」

の
背
景
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

⑴
中
島
一
裕
「
谷
崎
潤
一
郎
「
幇
間
」
の
文
章
―
―
〈
語
り
〉

の
実
験
小
説
―
―
」（「
青
須
我
波
良
」
平
成
二
年
一
一
月
）。

⑵
小
宮
豊
隆
「『
刺
青
』
―
―
谷
崎
潤
一
郎
作
―
―
」（『
文
芸

評
論
』
日
月
社
　
大
正
三
年
一
一
月
）。
引
用
元
は
『
日
本

文
学
研
究
資
料
叢
書
　
谷
崎
潤
一
郎
』（
有
精
堂
　
昭
和

四
七
年
一
〇
月
）。
初
出
は
「
文
章
世
界
」（
明
治
四
五
年

三
月
）
で
、
原
題
「
谷
崎
潤
一
郎
君
の
『
刺
青
』。

⑶
「
幇
間
」
の
み
を
論
じ
た
同
時
代
評
を
見
る
と
、「
九
月
の

重
な
る
作
と
論
」（「
早
稲
田
文
学
」
明
治
四
四
年
一
〇
月
）

に
、「
哀
愁
と
可
笑
味
と
を
取
交
ぜ
て
漂
よ
は
し
め
る
」、「
九

月
の
小
説
と
劇
」（「
三
田
文
学
」
明
治
四
四
年
一
〇
月
）
に
、

「
恐
ろ
し
く
話
の
上
手
な
人
」
な
ど
あ
る
。「
落
語
」
と
い

う
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
小
宮
の
論
と
共

通
点
が
あ
る
。

⑷
「
寄
席
の
宮
松
亭
」
の
名
は
、「
幼
少
時
代
」（
昭
和
三
〇
年

四
月
〜
三
一
年
三
月
）
に
も
登
場
す
る
。

⑸
大
島
真
木
は
「
谷
崎
潤
一
郎
の
初
期
の
創
作
方
法
」（「
東
京

女
子
大
学
論
集
」
昭
和
四
八
年
三
月
）
で
、
口
述
筆
記
で

書
か
れ
た
「
台
所
太
平
記
」（
昭
和
三
七
年
十
月
〜
三
八
年

三
月
）
の
敬
体
の
文
章
に
落
語
を
連
想
し
て
い
る
。

⑹
野
村
雅
明
『
落
語
の
言
語
学
』（
平
凡
社
選
書 

平
成
六
年

五
月
）。

⑺
擬
声
語
・
擬
態
語
・
畳
語
の
多
用
な
ど
、「
幇
間
」
の
文
章

の
特
徴
を
分
析
し
た
論
に
石
割
透
「
谷
崎
潤
一
郎
の
初
期

作
品
―
―
こ
の
劇
的
な
る
も
の
―
―
」（『
日
本
の
文
学
第

３
集
』
有
精
堂
　
昭
和
六
三
年
五
月
）、中
島
一
裕
（
前
出
）、

高
橋
美
晴
「
谷
崎
潤
一
郎
『
幇
間
』
の
演
技
性
―
―
卑
し
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いP
rofessional 

な
笑
ひ
」（「
宇
大
国
語
論
究
」
平
成
八
年

三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

　
擬
声
語
・
擬
態
語
を
多
用
し
た
明
治
文
学
と
落
語
の
関

係
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
は
、
前
田
愛
「
近
代
文
学
と

落
語
」（「
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
學
燈
社
　
昭

和
四
八
年
三
月
臨
時
増
刊
号
）
が
あ
る
。
前
田
は
「『
浮
雲
』

と
い
う
作
品
は
、
高
座
で
語
ら
れ
る
人
情
噺
の
イ
キ
で
、

う
け
と
め
る
の
が
本
来
の
読
み
方
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」

と
し
、擬
声
語
・
擬
態
語
の
多
用
か
ら
「
浮
雲
」
と
円
朝
「
怪

談
牡
丹
灯
籠
」
の
共
通
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　「
幇
間
」
の
文
章
を
幇
間
と
結
び
つ
け
た
論
は
、
林
四
郎

「
初
期
の
作
品
を
読
解
す
る
」（
荒
正
人
編
著
『
谷
崎
潤
一

郎
研
究
』
八
木
書
店
　
昭
和
四
七
年
一
一
月
）。「『
幇
間
』

の
文
章
は
、
幇
間
そ
の
人
の
物
言
い
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

気
楽
で
、
な
だ
ら
か
で
、
お
し
ゃ
べ
り
的
で
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る
。

⑻
野
村
雅
明
　
前
出
。

⑼
藤
井
宗
哲
『
た
い
こ
も
ち
（
幇
間
）
の
生
活
』（
雄
山
閣
出

版 

平
成
一
二
年
七
月
）。

⑽
野
崎
歓
「
谷
崎
潤
一
郎
と
太
鼓
持
ち
の
戦
略
」（「
ユ
リ
イ
カ
」

平
成
一
五
年
五
月
）
は
、「
落
語
の
登
場
人
物
と
し
て
幇
間

が
演
じ
た
役
割
も
無
視
で
き
な
い
」
と
し
て
、代
表
例
に
「
鰻

の
幇
間
」
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

⑾
『
円
遊
小
さ
ん
落
語
集
』（
金
蘭
社 

明
治
三
二
年
六
月
）。

速
記
術
の
発
展
に
よ
っ
て
落
語
が
文
字
起
こ
し
さ
れ
、
出

版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
口
演
速
記
　
明
治
大
正
落
語

集
成
　
第
六
巻
』（
講
談
社 

昭
和
五
五
年
一
二
月
）
に
よ
る

と
、「
文
芸
倶
楽
部
」
は
明
治
二
九
年
一
月
に
初
め
て
落
語

を
載
せ
、
三
〇
年
九
月
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
号
落
語
速
記
録
を

載
せ
た
。
ま
た
明
治
三
二
年
か
ら
年
に
二
回
「
落
語
講
談

特
集
号
」
を
刊
行
し
た
と
い
う
。

⑿
夏
目
漱
石
「
三
四
郎
」（
明
治
四
一
年
）
に
小
さ
ん
と
比
較

し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

⒀
藤
井
宗
哲
（
前
出
）
に
よ
れ
ば
、
幇
間
が
「
自
身
の
稼
業
地

に
出
て
い
る
芸
者
と
深
く
な
じ
み
、
色
恋
の
関
係
を
持
つ

こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
」
た
。

⒁
興
津
要
『
落
語
―
笑
い
の
年
輪
―
』（
角
川
書
店
　
昭
和

四
三
年
九
月
）。 

⒂
野
村
雅
昭
　
前
出
。

⒃
蕭
幸
君
「〈
滑
稽
〉
の
発
見
―
―
谷
崎
文
学
の
一
側
面
」」（「
文

学
」
平
成
九
年
一
〇
月
）。

⒄
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
細
江
光
「『
象
』・『
刺
青
』
の
典
拠

に
つ
い
て
」（「
甲
南
国
文
」
平
成
四
年
三
月
）
は
、
後
藤

末
雄
な
ど
の
発
言
を
引
き
、「
象
が
半
蔵
門
に
半
分
し
か
入

ら
な
か
っ
た
の
で
半
蔵
門
と
い
う
名
が
起
こ
っ
た
と
い
う

口
碑
伝
説
（
史
実
で
は
な
い
）」
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。

⒅
興
津
要
　
前
出
。
た
だ
し
こ
の
引
用
文
中
の
七
代
目
朝
寝
坊

む
ら
く
は
六
代
目
朝
寝
坊
む
ら
く
の
誤
り
。
当
然
後
の
三

遊
亭
円
馬
で
は
な
い
。
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⒆
佐
伯
彰
一
「
芥
川
と
谷
崎
―
―
『
ひ
よ
つ
と
こ
』
と
『
幇
間
』

と
―
―
」（「
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和
三
三
年
八
月
）。

⒇
高
橋
美
晴  

前
出
。

21
石
割
透
　
前
出
。

22
他
に
安
藤
幸
輔
「〈
川
〉
に
み
る
短
篇
小
説
の
方
法
（
二
）」

（「
駒
沢
短
大
国
文
」
平
成
六
年
三
月
）、
千
葉
正
昭
「
谷
崎

潤
一
郎
『
幇
間
』
の
実
験
」（「
白
山
国
文
」
平
成
九
年
六
月
）、

森
岡
卓
司
「
踊
る
〈
塔
〉
―
―
谷
崎
潤
一
郎
「
幇
間
」
論
―
―
」

（「
日
本
文
芸
論
稿
」
平
成
一
〇
年
三
月
）
な
ど
。

23
中
島
一
裕
（
前
出
）
は
こ
の
荷
風
の
文
章
を
、「
幇
間
」
冒

頭
部
の
分
析
の
前
提
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。

24
ア
ン
ヌ
・
バ
ヤ
ー
ル
＝
坂
井
「
谷
崎
小
説
の
書
き
出
し
」（「
ユ

リ
イ
カ
」
平
成
一
五
年
五
月
）。

25
榎
本
滋
民
『
古
典
落
語
の
力
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
六
三
年

七
月
）。

26
末
國
善
己
「
失
効
さ
せ
ら
れ
る
〈
欲
望
〉
―
―
『
幇
間
』
に

お
け
る
明
治
４
０
年
の
位
相
に
つ
い
て
」（『
谷
崎
潤
一
郎

作
品
の
諸
相
』
専
修
大
学
大
学
院
研
究
科
　
平
成
一
三
年

九
月
）。

27
小
川
功
「
明
治
期
近
郊
リ
バ
ー
サ
イ
ド
リ
ゾ
ー
ト
経
営
の

リ
ス
ク
と
観
光
資
本
家
―
墨
東
・
向
島
の
鉱
泉
宿
・
有
馬

温
泉
と
遊
園
・
花
月
華
壇
の
興
亡
を
中
心
に
―
」（「
跡
見

学
園
女
子
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要
」
平
成
二
三
年

一
〇
月
）。

28
久
保
田
淳
『
隅
田
川
の
文
学
』（
岩
波
新
書
　
平
成
八
年
九

月
）。

29
「
冷
笑
」
の
引
用
元
は
『
荷
風
全
集
』
第
四
巻
（
岩
波
書
店
　

昭
和
三
十
九
年
八
月
）。
以
下
同
じ
。

30
磯
田
光
一
『
永
井
荷
風
』（
講
談
社
　
昭
和
五
四
年
一
〇
月
）

に
は
、「
寂
寥
」
に
酔
う
こ
と
が
で
き
た
青
年
期
の
荷
風
が

描
か
れ
る
。

31
野
崎
歓
　
前
出
。
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